
題
を
発
見
し
、
イ
ノ
ベ
イ
テ
ィ
ブ
に
解
決
す
る
。

●
予
測
困
難
な
未
知
の
状
況
で
も
、
能
動
的
・
主
体
的
に

一
人
ひ
と
り
が
深
く
考
え
、判
断
す
る
と
と
も
に
、チ
ー

ム
で
対
話
し
、
協
働
し
て
課
題
解
決
を
図
る
。

大
学
や
企
業
が
求
め
て
い
る
の
も

「
探
究
」
型
の
人
材

　

２
０
２
２
年
か
ら
高
校
で
新
学
習
指
導
要
領
が
実
施
さ

れ
ま
す
が
、「
古
典
探
究
」（
国
語
）、「
地
理
探
究
」「
歴

史
探
究
」「
理
数
探
究
基
礎
」「
理
数
探
究
」「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
な
ど
、
教
科
・
科
目
の
再
編
・
新
設
が
行

わ
れ
、「
探
究
」
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
既
に
大
学
入
試
で
は
変
化
が
起
き
て
お
り
、
総

合
型
選
抜
や
学
校
推
薦
型
選
抜
を
中
心
に
、論
述
型
の「
正

解
の
な
い
入
試
問
題
」
が
出
題
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
問
題
に
は
、「
探
究
」
型
の
学
び
を
身
に
つ
け

て
い
な
い
と
太
刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
。

　

大
妻
中
高
で
は
「
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
探
究
」「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
探
究
」「
医
療
系
探
究
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
、
最
先
端

の
研
究
者
を
招
い
て
探
究
講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
テ
ー
マ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

私
の
指
導
経
験
か
ら
も
、
こ
れ
か
ら
の
「
探
究
」
の
学

び
で
欠
か
せ
な
い
の
は
次
の
３
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

①
問
い
を
持
つ
、
課
題
を
発
見
す
る

②
人
や
社
会
と
つ
な
が
り
、
対
話
し
、
協
働
す
る

③
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
に
帰
属
し
、
複
数
の
専
攻
を
持
つ

　

大
学
や
企
業
が
求
め
る
人
材
も
、
こ
の
方
向
に
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
予
測
困
難
な
未
来
に
向
け
て
、
世
の
中

の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
目
を
向
け
、
関
心
を
持
つ
。
そ
し

て
、
ど
う
す
れ
ば
よ
り
よ
く
生
き
ら
れ
る
か
、
よ
り
よ
い

社
会
に
な
る
か
と
い
う
問
題
意
識
を
持
っ
て
、
日
頃
か
ら

学
習
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

探究学習は、世界を、未来を変える！

コレだけは知っておきたい！　教育NEWS

なぜ今「探究」か？

「
探
究
」
は
生
涯
に
わ
た
っ
て

必
要
な
学
び
の
姿
勢

　
「
探
究
」
は
自
分
の
在
り
方
・
生
き
方
を
深
く
考
え
た
り
、

自
分
事
と
し
て
社
会
課
題
を
と
ら
え
解
決
の
道
す
じ
を

探
っ
た
り
す
る
学
習
で
、
学
校
を
卒
業
し
て
社
会
に
出
て

か
ら
も
生
涯
必
要
な
学
び
の
姿
勢
で
す
。

　

例
え
ば
、
台
湾
の
デ
ジ
タ
ル
担
当
政
務
委
員
で
あ
る

オ
ー
ド
リ
ー
・
タ
ン
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
健
康
保
険
カ
ー
ド
を
活
用
し
、
マ
ス
ク

配
給
制
度
を
迅
速
に
作
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
社

会
課
題
の
発
見
や
解
決
も
「
探
究
」
で
す
。

  

「
探
究
」
の
ポ
イ
ン
ト  

●
各
教
科
の
知
識
を
材
料
に
、
自
分
で
課
題
を
選
び
（
課

題
の
設
定
／
情
報
の
収
集
）、自
分
で
組
み
立
て（
整
理
・

分
析
）、
自
分
で
形
に
し
て
（
ま
と
め
・
表
現
）、
自
分

な
り
の
「
最
適
解
・
納
得
解
」
を
見
出
す
。

●
自
分
と
他
者
、
自
分
と
社
会
を
つ
な
げ
、
よ
り
よ
く
課

　

Ｎ
Ｅ
Ａ（
教
育
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）で
は
、

こ
の
秋
、「【
学
び
】
の
教
育
セ
ミ
ナ
ー
ト
リ
ロ
ジ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
第
２
回
の
テ
ー
マ
は
「
探
究
」。

基
調
講
演
の
森
弘
達
さ
ん
、
ボ
ー
ク
重
子
さ
ん
の
お
話

を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

【
基
調
講
演
】

こ
れ
か
ら
の
学
び
の
中
心

「
探
究
」
を
探
る

保護者のみなさまへ

イマ
どき

FUTURE……未来を「洞察」する
STEAM……Science（科学）、Technology（技術）、Engineering（工学）、

Arts（芸術）、Mathematics（数学）
SDGs……Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）
ソーシャル・イノベーション……社会課題の解決
アカデミックスキルズ……レポートや論文を書く技術
デザイン思考、アート思考、キャリアデザイン、非認知能力、人とのつながり、
社会とのつながり など

「探究」のプロセスにおける学習のイメージ

「探究」で重要になるキーワード

高校の学習指導要領から

自らの考えや課題が新たに更新され、
「探究」のプロセスが繰り返される

日常生活や社会に目を向け、
生徒が自ら課題を設定する

「
超
ヒ
マ
社
会
を
つ
く
る
」「
未
来
に
残
し
た
い
仕
事
と
は
？
」

「
わ
れ
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
探
検
隊
」「
ロ
ボ
ッ
ト
と
人
間
が
戦
う
世
界
」

「
ド
ロ
ー
ン
タ
ク
シ
ー
を
宣
伝
し
よ
う
」「
そ
の
情
報
、大
丈
夫
？
」

「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
で
考
え
る
大
学
入
試
問
題
」「
安
楽
死
法
の
制
定
」

「
医
療
格
差
」「
知
っ
て
お
き
た
い
身
体
と
心
の
仕
組
み
」　

な
ど

大妻中学高等学校主幹。情報経営
イノベーション専門職大学客員教
授、国際バカロレアディプロマプ
ログラムアドミニストレーター。
昭和薬科大学附属中高教諭、武蔵
野大学附属千代田高等学院副校長
を経て現職。個別指導した生徒た
ちが国公立大学・私立大学医学部
医学科に 800 人以上が合格。『ハ
イスコア !　共通テスト攻略現代
社会』(Z 会 ) など著書多数。探
究学習型アクティブラーニング教
材『FUTURE』監修・執筆。

森
　
弘
達
さ
ん
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ア
メ
リ
カ
で
は
20
年
前
か
ら

「
非
認
知
能
力
」
の
教
育
が
進
む

　
「
こ
こ
最
近
、
非
認
知
能
力
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く

け
れ
ど
、
ど
ん
な
も
の
な
ん
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
認
知
能
力
」
は
テ
ス
ト
の
点
数
や
偏
差
値
な
ど
の
数

値
化
で
き
る
力
、
つ
ま
り
学
力
で
す
ね
。「
非
認
知
能
力
」

は
そ
の
真
逆
で
す
。
自
信
、
自
己
肯
定
感
、
自
制
心
、
主

体
性
、
想
像
力
、
柔
軟
性
、
社
会
性
、
共
感
力
、
協
働
性
、

や
り
抜
く
力
、
回
復
力（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）、
そ
れ
か
ら 

パ
ッ
シ
ョ
ン（
情
熱
）な
ど
、
数
値
化
で
き
な
い
力
を
総
合

し
て
「
非
認
知
能
力
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

私
の
娘
は
、
２
０
１
７
年
に
「
全
米
最
優
秀
女
子
高
生

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
優
勝
し
た
の
で
す
が
、
学
力
は
５
分
の

１
で
、
あ
と
は
「
非
認
知
能
力
」
の
評
価
で
し
た
。
ア
メ

リ
カ
は
20
年
ほ
ど
前
か
ら
、
学
力
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど

も
を
総
合
的
に
見
る
「W

hole child approach

」
が
主

流
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
重
視
さ
れ
て
い
る
の
が
「
社

会
的
情
動
的
教
育
（S

ocial E
m

otional Learning

、

S
E

L

）」
に
よ
る
「
非
認
知
能
力
」
の
育
成
な
の
で
す
。

●
自
分
を
「
理
解
」
す
る
能
力

●
自
分
を
「
管
理
」
す
る
能
力

●
他
者
を
「
理
解
」
す
る
能
力

●
他
者
と
「
協
力
」
す
る
能
力

●
責
任
あ
る
「
意
思
決
定
」
を
す
る
能
力

　

１
９
９
４
年
に
こ
れ
ら
Ｓ
Ｅ
Ｌ
の
５
領
域
が
体
系
化
さ

れ
、
現
在
、
全
米
す
べ
て
の
州
で
、
就
学
前
の
子
ど
も
へ

の
「
非
認
知
能
力
」
育
成
目
標
が
法
制
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
探
究
」
す
る
子
ど
も
を
育
て
る
に
は

「
認
知
能
力
」＋
「
非
認
知
能
力
」
の
両
輪
で

　

例
え
ば
、
娘
が
通
っ
た
高
校
で
は
「
最
高
裁
で
こ
ん
な

判
決
が
出
ま
し
た
が
、
み
ん
な
ど
う
思
い
ま
す
か
？
」
と
、

生
徒
自
ら
が
問
題
提
起
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
授

業
が
普
通
で
、
す
ご
く
驚
き
ま
し
た
。
学
ん
だ
知
識
や
集

め
た
情
報
を
も
と
に
、「
あ
な
た
は
ど
う
思
う
か
？
」
と

主
体
的
に
考
え
る
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
非
認
知
能
力
」
を
育
む
た
め
に

親
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
。
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
で
す
。

①
安
心
・
安
全
な
環
境
を
つ
く
る

　

子
ど
も
を
あ
る
が
ま
ま
無
条
件
に
受
け
入
れ
、
無
条
件

に
価
値
を
認
め
る
こ
と
で
、
自
己
肯
定
感
が
育
ま
れ
る
。

②
子
ど
も
の
主
体
性
を
育
む

　

Ａ
Ｉ
に
で
き
な
い
こ
と
は
「
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
こ

と
」。「
や
り
た
い
か
ら
や
る
」
と
い
う
主
体
性
は
人
間
だ

け
の
能
力
。
親
が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
り
、
失
敗
も
含
め

て
生
き
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
「
や
り
抜
く

力
」
や
「
回
復
す
る
力
」
を
学
ん
で
い
く
。

③
外
に
向
か
っ
て
表
現
す
る
、
行
動
す
る

　

対
他
者
・
対
社
会
の
視
点
で
「
あ
な
た
は
ど
う
思
う
？
」

「
あ
な
た
は
ど
う
し
た
い
？
」
と
問
い
か
け
、
自
分
を
社

会
に
ど
う
役
立
て
て
い
く
か
考
え
さ
せ
る
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

い
い
点
数
を
取
っ
て
、
い
い
大
学
に
行
っ
て
、
い
い
会

社
に
入
っ
て
一
生
安
泰
、
と
い
う
価
値
観
は
も
う
崩
壊
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
、
予
測
困
難
な
未
知
の
状
況
に
対

応
で
き
る
「
探
究
」
型
の
大
人
に
育
て
る
に
は
、「
認
知

能
力
」＋「
非
認
知
能
力
」
の
両
方
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

ぜ
ひ
、
親
子
一
緒
に
「
非
認
知
能
力
」
を
高
め
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
。

 
【
基
調
講
演
】

全
米
最
優
秀
女
子
高
生
の
母
に
聞
く
！

保
護
者
の
か
か
わ
り
方

Shigeko Bork BYBS Coaching 
LLC 代表、ICF 認定ライフコー
チ。非認知能力育児のパイオニア。
代表を務めるコーチング会社では
「非認知能力を育む子育てコーチ
ング」を提供。2017 年、娘のス
カイが「全米最優秀女子高生コン
テスト」で優勝。『「非認知能力」
の育て方』( 小学館 )、『世界最高
の子育て』( ダイヤモンド社 )、『子
育て後に「何もない私」にならな
い 30 のルール』（文藝春秋）』な
ど著書多数。

ボ
ー
ク 

重
子
さ
ん

石川一郎先生が聞く  これからの学び「探究」に必要な子どもとの接し方とは

「人に出会い、刺激を受け、
問いをもつことが『探究』の第一歩」

森さん、ボークさんの
お話を受けて

森　弘達さん

ボーク重子さん

石川一郎先生

「子ども自身にとっての
正解を見つけることが大事！」

「一生ものの好奇心を！」

だろう？」と「探究」していく。「問い」
を持つことが「探究」の第一歩です。
　また、これからの大学入試は、「教
科学習」と「探究」と「非認知能力」、
この３つが重なる力を求める方向にな
るでしょう。実際、国公立・私立とも、
難関大学の入試問題はかなり深い思考
を要求する問題に変わってきています。
中学入試や高校入試でも同様です。
　ただし、受験がすべてではありませ
ん。将来的に生きる力となる、主体的・
対話的な「探究」を突き詰めていくこ
とが大切だと思います。

●親が考える正解を、子どもに押しつけない
●子どもが自分の意見を自由に言えるように
●子どもの考えを否定しない、ジャッジしない
　例えば、「大人になったら、ユーチューバー
になりたい」と子どもが言ったとします。その
とき「そんなのダメよ！」と頭ごなしに否定し
ないで、「へえ、面白そう！　どんなユーチュ
ーバーになりたいの？」と問いかける。問いか
けられて初めて子どもは深く考えるものです。
　まず、親の正解を押しつけずに、「面白そ
う！」と興味を抱くことがとても重要。次に、
「なるほどね」「そんなふうに考えたんだね」
と「共感」する。そして、「じゃあ、ユーチュー
バーになるためには、どんな技術が必要なんだ
ろう？　ちょっと調べてみたら？」と促してみ
る。「探究」の入り口になると思いますよ。

　2021 年のノーベル物理学賞を地球
温暖化の研究で受賞した真鍋淑郎さん
は、「好奇心で一生研究をした」と語
っています。「好奇心」は学びの原動
力になるんですね。忙しいときに子ど

　これからの探究型の学びに
は、家庭での親子のかかわり
がとても重要だと思います。
大切なのは、次の３つです。

もの「なんで？」「どうして？」に付
き合うのは大変かもしれませんが、は
ぐらかさずに一緒に考えてみる。そこ
から「正解のない問い」に向かってい
く力が身についていくと思います。

　「探究」の学びにおいて非常に難し
いのが「課題」を見つけることです。
　学校には先生と生徒、家庭には親や
兄弟姉妹などの家族がいますが、それ
以外の人たちとの出会いは少ないです
よね。ですから、意識してさまざまな
分野の最先端の人たちとの出会いをつ
くることが大切だと思います。尖った
研究者やアーティストとの「対話」は
非常に刺激的で、その出会いによって、

「学び」のスイッチが入ることが往々
にしてあるからです。そうした出会い
をもとに、「なぜだろう？」「どうして


